
（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.１）

ここにバーコードシールを

貼ってください。
は

　x 2＋３y 2＝９より

　　y 2＝　　  　　…①

　y 2≧０であるから
　　９－x 2≧０
　　－３≦x≦３　…②
①を x＋y 2－１に代入すると

　　x＋y 2－１＝x＋　  　　－１

　＝－　 x 2＋x＋２

　f（x）＝－　 x 2＋x＋２とすると

　　f（x）＝－　 （x 2－３x）＋２

　＝－　   x－　　＋　　

②の範囲において f（x）は

　　x＝　 のとき最大値　　

　　x＝－３のとき最小値－４
をとる。

　ここで，①より

　x＝　 のとき

　　y 2＝　 ，すなわち y＝±　 

　x＝－３のとき
　　y 2＝０，すなわち y＝０
であるから，x＋y 2－１は

　　x＝　 ，y＝±　 のとき最大値　

　　x＝－３，y＝０のとき最小値－４
をとる。

（答）x＝　 ，y＝±　 のとき最大値  　

　　 x＝－３，y＝０のとき最小値－４
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（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.２）実用数学技能検定

⑴ さいころを３回振って１の目が１回，６の目が１回，２，３，４，５のいずれか
の目が１回出るときの目の出方の総数は，３!・４（通り）である。
　　したがって，求める確率は

　　　３!・４・　 ・　   ・　 ＝　　

（答）  　

⑵ さいころを３回振って，出た目の数の積が１２となるのは
（ⅰ）　１，２，６の目が１回ずつ出る
（ⅱ）　１，３，４の目が１回ずつ出る
（ⅲ）　２の目が２回，３の目が１回出る

　のいずれかのときであり，これらは互いに同時には起こらない。

　　（ⅰ）が起こる確率は，３!・　 ・　 ・　   ＝　　

　（ⅱ）が起こる確率は，３!・　 ・  　    ＝　　

　　（ⅲ）が起こる確率は，3Ｃ1・  　    ＝　　

　　よって，求める確率は

　　　　   ＋　　＋　　＝　　　  　　＝　　　

（答）　  　
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⑴ 円 Cの方程式を変形すると
　（x－４）2＋（y＋３）2＝３2

　であるから，中心Ａの座標は（４，－３），半径は３である。
　　よって，２点Ｐ，Ａ間の距離 dは
　　　d＝（４＋１）2＋（－３－９）2＝ ２５＋１４４＝１３

（答）d＝１３

⑵ 条件を満たす円をC 1，その半径を rとする。
⑴の結果（dがCの半径３より大きい）より，円 C 1 の中心Ｐは円 C の外側にある

から，２つの円 C，C 1 が接して，かつ r＞dとなるのは，２つの円が内接する場
合である。
　　このとき，d＝r－３より
　　　r＝１３＋３＝１６
　　よって，円 C 1 の方程式は
　　　（x＋１）2＋（y－９）2＝２５６

（答）（x＋１）2＋（y－９）2＝２５６



（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.３）実用数学技能検定

Ｔ２３２３Ｇ０７

⑴　n＝１のとき
　　　a 1＝S 1＝２

1＋1－１－２＝１
　　n≧２のとき
　　　an＝Sn－Sn－1

　　　　＝２n＋1－n－２－｛２n－1＋1－（n－１）－２｝
　　　　＝２n－１　…①
　　①に n＝１を代入したときの式の値は１で，これは a 1 に等しい。
　　よって，an＝２

n－１である。

（答）an＝２
n－１

⑵　　　 　  　　＝　 　　　　   　＝　   　   

　　これは，初項　 ，公比　 の等比数列の初項から第 n項までの和であるから

　　　　 　  　　＝　 ・　　　  　　＝１－　　
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⑴　（答）（a，b，c）＝（２，３，３）のときM＝６４

⑵　（答）（a，b，c）＝（３，５，６）のときM＝１０００
　　 　　（a，b，c）＝（４，７，９）のときM＝２１９５２



 

問題６
（必須）

 

 

●問題６，７は必須問題です。

問題７
（必須）

Ｔ２３２３Ｇ０７

（Ｎｏ.４）

　　△ＡＢＣの面積をSとすると

　　　S＝　 ・ＡＢ・ＢＣ・sinB

　　　　＝　 ・７・８・　　　

　　　　＝１２ ５　…①
　　△ＡＢＣの内接円の半径 rを用いる
と，S は

　　　S＝　 r（ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ）

　　　   ＝　 r（７＋８＋９）

　　　   ＝１２r　…②
　　①，②より
　　　１２ ５＝１２r

　　　r＝ ５

（答）r＝ ５

⑴　△ＡＢＣにおいて，余弦定理より
　　　ＣＡ2＝ＡＢ2＋ＢＣ2

－２・ＡＢ・ＢＣ・cosB
　であるから
　　　（x＋１）2＝（x－１）2＋x 2

－２・（x－１）・x・ 　

　　　　 x 2－　　x＝０

　　　x（x－８）＝０
　　　x＝０，８
　　x＞２より，x＝８

（答）x＝８

⑵　⑴の結果より
　　　ＡＢ＝７，ＢＣ＝８，ＣＡ＝９
　　△ＡＢＣにおいて，sinB＞０より

　　　sinB＝ １－  　    ＝　　
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⑴　f（x）＝x 3－９x 2＋１５x＋７を微分して
　　　f ’（x）＝３x 2－１８x＋１５
　　　　　 ＝３（x－１）（x－５）
　より，f（x）の増減表は右のようになる。
　　よって，f（x）は x＝１のとき極大値
　　　f（１）＝１－９＋１５＋７＝１４
　　x＝５のとき極小値
　　　f（５）＝１２５－２２５＋７５＋７＝－１８
　をとる。

（答）x＝１のとき極大値１４，x＝５のとき極小値－１８

⑵　（答）７＜k＜１４
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